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　　太田小学校１年生のお友達平成 23 年度一般会計予算を可決……………２Ｐ

給食費無料化条例を撤回………………………５Ｐ
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予算83億6,600万円を計上
歳　

入

歳　

出

　

町
税
は
法
人
町
民
税
が
回

復
し
ま
し
た
が
�
景
気
低
迷

に
伴
い
個
人
町
民
税
な
ど
の

減
少
に
よ
り
前
年
比
0.3
％

 

�
五
五
九
万
円
�
の
減
と
な

り
ま
し
た
�

　

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村

交
付
金
及
び
納
付
金
は
�
杉

並
区
所
有
の
コ
ニ
フ
�
�
い

わ
び
つ
に
係
る
交
付
金
と
し

て
�
九
九
四
万
円
が
増
と
な

り
ま
す
�

　

地
方
交
付
税
は
�
二
七
億

八
�
五
三
八
万
円
を
見
込
み
�

前
年
比
0.2
％
�
五
六
二
万
円
�

減
と
な
り
ま
す
�

　

国
庫
支
出
金
で
は
�
子
ど

も
手
当
交
付
金
や
都
市
公
園

事
業
な
ど
で
�
前
年
比
29.

66

％
�
一
億
四
�
三
八
四
万
円
�

の
増
で
す
�

　

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
�
３
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
12
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

町
長
よ
り
平
成
23
年
度
の
各
当
初
予
算
を
は
じ
め
�
条
例
制
定
・
一
部
改
正
�
平
成
22
年
補
正
予
算
�

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
�
町
道
の
廃
止
・
認
定
な
ど
29
の
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
�

　

ま
た
議
会
の
議
員
定
数
が
削
減
と
な
る
こ
と
か
ら
�
委
員
会
条
例
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
�
�
統
一

地
方
選
の
延
期
�
の
意
見
書
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
�
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
�

　

一
般
質
問
で
は
２
人
が
登
壇
し
�
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
�

　

議
会
費
は
�
地
方
議
会
共
済
年
金
廃
止

に
伴
う
�
公
費
負
担
が
見
込
ま
れ
13.

01
％

�
一
�四
三
五
万
円
�
増
加
し
ま
す
�

　

総
務
費
は
�
合
併
市
町
村
振
興
基
金
積

立
金
の
増
が
主
な
要
因
と
な
り
５.

43
％

�
一
億
一
一
二
万
円
�
の
増
と
な
り
ま
す
�

　

衛
生
費
で
は
新
規
事
業
と
し
て
�
定
期

外
予
防
接
種
�
子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
・
小

児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
係
る
経
費
と
し
て
三
�
一
七
五
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
�

　

教
育
費
で
は
太
田
小
学
校
体
育
館
耐
震

補
強
工
事
費
で
三
�
九
八
四
万
円
を
計
上
し
�

引
き
続
き
教
育
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る

と
の
こ
と
で
す
�

予算83億6,600万円を計上

地方交付税
27 億 8,538 万円

33.3%

町税
18 億 2,783 万円

21.8%

国庫・県支出金
13 億 357 万円

15.6%

 諸収入ほか
9 億 1,379 万円

10.9%

 町債
8 億 4,330 万円

10.1%

 繰越金
2 億 1,000 万円

2.5%

 繰入金
1 億 7,973 万円

2.1%

 使用料及び手数料
1 億 5,472 万円

1.8%

 分担金及び負担金
1 億 4,766 万円

1.8%

歳入
83億

6,600万円

   

性質区分 予算額 構成比

人 件 費 20 億 5,038 万円 24.6％

物 件 費 10 億 5,656 万円 12.6％

維 持 修 繕 費 8,099 万円 1.0％

扶 助 費 6億 8,544 万円 8.2％

補 助 費 12 億    50 万円 14.3％

普 通 建 設 費 11 億 2,362 万円 13.4％

公 債 費 13 億 5,664 万円 16.2％

積 立 金 2億 1,080 万円 2.5％

投資・出資金・貸付金 50 万円 0.0％

繰 出 金 5億 9,053 万円 7.1％

予 備 費 1,000 万円 0.1％

合 計 83 億 6,600 万円 100.0％

一　般　会　計
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平成23年度一般会計当初

町
債
（
町
の
借
金
）

平成23年度一般会計当初

　

合
併
市
町
村
振
興
基
金

積
立
に
よ
り
�
合
併
特
例

債
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
�

　

た
だ
し
�
原
町
小
学
校

体
育
館
建
設
事
業
が
終
了
�

臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額

に
よ
り
�
前
年
比
19.

62

％
�
二
億
五
九
〇
万
円
�

の
減
と
な
り
ま
し
た
�

　

23
年
度
末
の
町
債
残
高

は
�
表
の
と
お
り
で
�
合

計
を
町
民
１
人
あ
た
り
に

換
算
す
る
と
約
九
四
万
円

で
す
�

　※町長は、 平成 23 年度の基本的

な考え方を次のように述べました。

　学校施設耐震化事業、少子高齢化

対策など喫緊の政策課題などに取

り組み、第一次総合計画の基本理念

である「人のためのまち」を着実に

実現するため、町民と行政の協働に

よる、中長期的な視野に立った財政

運営と、町民目線に立った行政サー

ビスの向上を目指し、この予算を編

成しました。

　また、国の予算編成の基本方針で

は政権施策見直しも必要という姿

勢を理念におき、成長と雇用拡大を

実現するとされています。

　当町においても町内産業の振興、

景気のテコ入れのため、２２年度の

補正予算と一体的かつ効率的な執

行ができるようにしました。

　前年度に引き続き、繰上償還を予

定し、財政健全化を図り、事務事業

の見直し、経費節減に努めながら、

住民ニーズにできる限りこたえら

れるような予算といたしました。

   

区　　　　　分 22 年度末現在高 23 年度末見込額

一 般 会 計 105 億 6,913 万円 102 億 4,486 万円

国民健康保険特別会計（施設勘定） 2,685 万円 2,311 万円

特別養護老人ホームいわびつ荘
運 営 事 業 特 別 会 計

3,480 万円 3,025 万円

地 域 開 発 特 別 会 計 3億 8,540 万円 3億 3,210 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 34 億 3,469 万円 33 億 6,858 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計  2 億　 288 万円 1億 9,526 万円

水 道 事 業 会 計 11 億 7,962 万円 11 億 1,653 万円

合 計 158 億 3,339 万円 153 億 1,071 万円

町債残高一覧表 ( 町の借金 )

予算編成について

 総務費
19 億 6,308 万円

23.5%

 民生費
16 億 6,846 万円

19.9%

 公債費
13 億 5,666 万円

16.2%

 教育費
11 億 4,535 万円

13.7%

 土木費
7 億 7,966 万円

9.3%

 農林水産業費
4 億 7,605 万円

5.7%

 衛生費
4 億 5,114 万円

5.4%

 消防費
2 億 8,178 万円

3.4%

 議会費
1 億 2,464 万円

1.5%

 商工費
8,391 万円

1.0%

諸支出金・予備費
労働費・災害復旧費

3,523 万円
0.4%

歳出
83億

6,600万円
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学校施設の耐震化を引き続き行います

合
併
市
町
村
振
興

　

 

基
金
条
例
を
可
決

あ
づ
ま
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

 

使
用
料
を
徴
収

改選後は
　２常任委員会に

一般会計予算を問う
議
員　

住
民
ニ
�
ズ
に
即

し
た
選
択
と
集
中
に
よ
る
�

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事

業
を
進
め
る
と
な
�
て
い

る
�そ
の
具
体
的
な
事
項
�

事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
�

町
長　

子
育
て
支
援
�
保

健
医
療
で
は
�
子
宮
頸
が

ん
の
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種

事
業
が
重
点
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
�

　

小
学
校
�
中
学
校
の
体

育
館
耐
震
化
補
強
工
事
は

今
年
太
田
小
学
校
で
行
わ

れ
る
�

　

ま
た
�
商
工
費
と
し
て

デ
ス
テ
�
ネ
�
シ
�
ン
キ
�

ン
ペ
�
ン
事
業
費
を
計
上

し
て
い
る
�

　

町
の
財
政
�
将
来
を
展

望
し
た
上
で
合
併
市
町
村

振
興
基
金
積
立
金
を
計
上

し
た
�

議
員　

除
雪
対
策
で
は
�

地
元
の
協
力
と
い
う
シ
ス

テ
ム
が
で
き
て
か
ら
10
年

ほ
ど
経
過
し
て
い
る
�
そ

の
後
見
直
し
が
１
回
も
な

い
と
思
う
�
町
の
指
導
で

点
検
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
�
過
疎
化
�
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
地
区
は
除
雪

を
す
る
人
が
い
な
い
状
況

で
あ
る
�

建
設
課
長　

除
雪
に
つ
い

て
は
業
者
へ
の
除
雪
依
頼
�

砂
等
も
道
路
維
持
費
の
中

で
�
予
算
を
見
込
ん
で
い

る
�
管
理
延
長
も
広
く
�

な
か
な
か
町
単
独
で
は
見

き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
�

現
状
で
は
地
元
の
協
力
も

い
た
だ
き
や
�
て
い
る
が
�

す
べ
て
に
手
が
回
�
て
い

ま
せ
ん
�

議
員　

簡
易
郵
便
局
費
が

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
�

実
際
に
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
事
業
な
の
か
�

総
務
課
長　

簡
易
郵
便
局

制
度
を
考
え
る
と
�
自
治

体
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
と
思
う
�

　

し
か
し
�
今
ま
で
の
経

過
の
中
で
推
移
を
し
て
お

り
�
簡
易
郵
便
局
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
地
元
に
と
�

て
大
変
有
効
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
�

町
長　

簡
易
郵
便
局
が
そ

の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
調

査
を
し
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
う
�

当
初
予
算
具
体
的

な
事
業
は

町
の
除
雪
対
策
は

簡
易
郵
便
局
の

　
　

  

あ
り
方
は

委
託
料
の
支
出

       

根
拠
は

議
員　

財
産
管
理
費
の
中

で
境
界
復
元
委
託
料
が
あ

る
が
�
民
有
地
境
界
復
元

に
な
ぜ
�
公
費
の
支
出
が

必
要
な
の
か
�

総
務
課
長　

か
つ
て
町
有

地
と
し
て
売
却
し
た
土
地

で
あ
る
�
そ
の
境
界
が
未

確
定
の
中
で
推
移
し
て
き

た
�
そ
れ
を
確
定
す
る
も

の
�

　

地
域
に
お
け
る
住
民
の

連
帯
強
化
�
旧
町
村
単
位

で
の
地
域
振
興
に
資
す
る

た
め
設
置
し
ま
す
�

　

平
成
23
年
よ
り
毎
年
５

年
間
�二
億
円
を
積
立
て
�

総
額
十
億
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
�

　

十
億
円
の
う
ち
�
九
億

五
千
万
円
は
合
併
特
例
債

で
�
交
付
税
か
ら
７
割
が

算
入
さ
れ
ま
す
�

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)

　

使
用
料
は
基
本
サ
�
ビ

ス
五
百
円
の
み
と
な
�
て

い
ま
し
た
が
�
イ
ン
タ
�

ネ
�
ト
を
使
用
し
て
い
る

場
合
に
は
新
た
に
使
用
料

五
百
円
を
徴
収
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
�

　

ま
た
�
休
止
の
場
合
の

使
用
料
は
無
料
に
な
り
ま

し
た
�

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)
　議員定数が１４人に改正されたことに伴い、

現行３常任委員会を２委員会に再編成します。

　

一般会計予算を問う

新委員会編成

　  総務建設常任委員会　７人

      文教厚生常任委員会　７人
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Ｑ
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給食費無料化 震災等を理由に撤回
議
員　

�
当
分
の
間
免
除

す
る
�
と
い
う
条
例
改
正

が
有
効
な
ら
ば
町
長
最
大

の
公
約
の
一
つ
だ
か
ら
成

立
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
�

　

交
付
税
も
�
災
害
復
旧

も
未
知
数
で
あ
り
�
議
会

に
提
出
し
て
成
立
さ
せ
る

べ
き
と
思
う
が
�

町
長　

そ
う
い
う
考
え
方

も
で
き
る
が
�
今
回
は
撤

回
し
�
仕
切
り
直
し
て
�

時
期
を
待
つ
と
い
う
こ
と

で
お
願
い
し
た
い
�

議
員　

当
町
に
は
余
裕
が

な
く
�
将
来
の
財
源
の
裏

づ
け
も
で
き
な
い
�
ば
ら

ま
き
的
な
全
額
無
料
化
と

い
う
も
の
を
�
今
回
町
長

み
ず
か
ら
�
ど
ん
な
理
由

に
せ
よ
撤
回
を
し
た
こ
と

は
�
英
断
で
あ
る
と
思
う
�

結
果
的
に
全
額
無
料
化
に

な
れ
ば
い
い
が
�
段
階
を

踏
む
と
い
う
こ
と
も
１
つ

の
考
え
方
�
ぜ
ひ
協
議
を

重
ね
前
向
き
に
進
ん
で
い

た
だ
き
た
い
�

　

５
月
に
は
新
し
い
議
会

構
成
に
な
り
�
仕
切
り
直

し
と
い
う
意
味
合
い
も
あ

る
と
思
う
が
そ
う
い
う
こ

と
で
よ
い
の
か
�

町
長　

ご
指
摘
�
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
�

議
会
構
成
が
新
し
く
な
り
�

時
期
を
見
て
�
協
議
を
重

ね
�
い
い
制
度
を
つ
く
�

て
い
く
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
�

議
員　

町
長
の
並
々
な
ら

ぬ
子
育
て
支
援
施
策
だ
と

思
う
�
財
源
は
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
�
た
結
果

出
た
と
い
う
こ
と
で
あ
�

た
が
�
議
案
の
撤
回
と
い

う
こ
と
に
な
�
た
�
こ
の

財
源
は
�
今
後
ど
の
よ
う

な
使
途
を
考
え
て
い
る
の

か
�

町
長　

七
千
万
円
余
の
金

額
で
�
そ
の
使
途
は
�
は

�
き
り
示
さ
ず
�
予
備
費

的
な
性
格
で
置
い
て
お
き

た
い
と
思
う
�

　

ま
た
�
今
回
の
大
震
災

の
被
災
者
等
の
受
け
入
れ

に
も
費
用
が
か
か
る
の
で
�

推
移
を
見
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
�

議
員　

町
長
決
心
の
も
と

に
出
さ
れ
た
こ
の
子
育
て

支
援
の
た
め
の
議
案
は
撤

回
し
て
も
�
そ
の
本
旨
で

あ
る
町
の
子
育
て
支
援
に

対
し
て
使
�
て
い
く
と
い

う
答
え
が
ほ
し
か
�
た
�

　

す
ぐ
に
方
向
性
は
決
め

ら
れ
な
く
て
も
�
子
育
て

支
援
も
し
�
か
り
行
う
考

え
は
な
い
か
伺
い
た
い
�

町
長　

現
時
点
で
は
�
子

育
て
支
援
の
こ
う
い
う
事

業
に
こ
れ
だ
け
充
て
る
と

い
う
明
言
は
で
き
な
い
�

　

当
然
�
子
育
て
支
援
を

踏
ま
え
た
上
で
�
今
後
そ

の
使
途
は
協
議
し
て
い
き

た
い
�

　

３
月
７
日
給
食
費
の
無
料
化
に
向
け
た
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
�

　

し
か
し
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
�
財
政
見
通
し
が
不

明
確
な
ど
の
理
由
で
�
16
日
に
撤
回
の
請
求
が
町
長
か
ら
さ
れ
�
賛

成
多
数
で
撤
回
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
�

本　年　度 前　年　度 対前年比
８３億６,６００万円 ８４億４,７３１万円 99.04%

（事業勘定） １８億７,８１７万円 １８億７,１８７万円 100.34%
（施設勘定） ８,２６３万円 ８,５７５万円 96.37%

廃止 １７１万円 0%
１億８,５８４万円 １億７,６６９万円 105.18%

２億２,３２２万円 ２億２,５５９万円 98.95%

１２億４,９１８万円 １１億８,９０８万円 105.05%
９,８１５万円 ８,７４５万円 112.24%

５億４,６３２万円 ５億５,２９０万円 98.81%
５,０６３万円 ５,３９１万円 93.91%

１２６億８,０１８万円 １２６億９,２２９万円 99.90%

介 護 保 険 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

特別養護老人ホームいわびつ荘
運 営 事 業 特 別 会 計

一 般 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

地 域 開 発 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 特 別 会 計
合 計

平成２３年度　　会 　計　 別　 予 　算　 額
歳　　　入　　・　　歳　　　出

会　　　　計　　　　名

公営企業会計名
歳　　入 歳　　出

本年度 前年度 本年度 前年度

水道事業会計
収益的 ２億   ８７万円 １億９,３３４万円 ２億   ８７万円 １億９,３３４万円

資本的 ２,５３５万円 ２,４７９万円 １億３,２８９万円 １億４,８７１万円

合　　　　計 ２億２,６２２万円 ２億１,８０４万円 ３億３,３７６万円 ３億４,２０６万円
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そ
の
他
の
議
案

◆
職
員
給
与
の
現
給
保
障

額
70
％
カ
�
ト
期
間
延
長

　

現
在
の
70
％
カ
�
ト
を

平
成
23
年
12
月
31
日
ま
で

延
長
し
ま
す
�

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)

◆
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

　

毎
年
12
月
の
保
険
料
納

期
が
12
月
31
日
を
25
日
に

変
更
し
ま
す
�

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)

◆
職
員
の
給
与
�
勤
務
時
間
�

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

　

職
員
が
負
傷
・
疾
病
に

係
る
療
養
の
た
め
の
病
気

休
暇
又
は
当
該
措
置
の
開

始
の
日
か
ら
90
日
を
超
え

て
引
き
続
き
勤
務
し
な
い

時
�
給
料
の
半
額
を
減
じ

ま
す
�

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)

◆
小
口
資
金
の
融
資
促
進

条
例

　

融
資
期
間
の
申
請
に
よ

り
認
め
ら
れ
た
場
合
�
３

年
間
を
加
え
た
期
間
を
限

度
と
し
て
延
長
で
き
る
も

の
で
す
�

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)

◆
岡
崎
弓
道
場
を
閉
鎖

　

東
地
区
岡
崎
に
あ
る
弓

道
場
は
�
老
朽
化
な
ど
の

た
め
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
�

(

平
成
23
年
４
月
１
日
施
行)

◆
町
道
の
廃
止
・
認
定

　

ダ
ム
関
連
事
業
の
道
路

建
設
に
よ
る
町
道
路
線
変

更
が
主
な
も
の
で
す
�

　

廃
止
路
線

　
　

植
栗
地
内　
　

一
件

　
　

川
戸
地
内　
　

一
件

　
　

三
島
地
内　
　

三
件

　
　

大
柏
木
地
内　

四
件

　
　

松
谷
地
内　
　

六
件

　

認
定
路
線

　
　

三
島
地
内　
　

二
件

　
　

大
柏
木
地
内　

七
件

　
　

松
谷
地
内　
　

五
件

◆
過
疎
対
策
の
た
め
の
固

定
資
産
課
税
特
例
に
関
す

る
条
例

(

公
布
日
施
行)

◆
東
部
衛
生
施
設
組
合
の

            

規
約
変
更

　

施
設
組
合
の
監
査
委
員

は
組
合
議
会
の
議
員
及
び

識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
を
選

任
し
�
識
見
者
の
任
期
は

４
年
と
な
り
ま
し
た
�

辺地総合整備計画により
 大戸手古丸地内町道整備へ

　急峻な地形にある現道は、急勾配で狭く生活道

路としては厳しく、子供たちはこの山道を約３㌔

徒歩通学しています。

　平成 23 年度から 27 年度の五ヵ年間の辺地総合

整備事業により交通網の利便性や、安全な通学路

確保が図られます。

総事業費は　３億５, ０００万円

町
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　

２
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

  

両
施
設
の
指
定
管
理
期
間
が
終
了
す
る
た
め

　デイサービスセンター（川戸）につ

いては、「仮称吾妻大橋」建設による

施設取り壊しのため公募はせず、引き

続きの管理となります。

『指定管理者』

　社会福祉法人東吾妻町社会福祉

　　　協議会　　会長　湯本孝子

『指定期間』

　平成 23 年４月１日から

　　　　　平成 23 年 10 月 31 日

　　　　　　　　　　 （６ヵ月）

　すこやかセンター福寿草（新巻）は

公募がされましたが、一法人のみの

応募でした。

『指定管理者』

　社会福祉法人東吾妻町社会福祉

　　　協議会　  会長　湯本孝子

『指定期間』

　平成 23 年４月１日から

　　　　  平成 28 年３月 31 日

　　　　　　　          （５年間）
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趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た

20
事
業
を
繰
り
越
し
ま
す

　

今
定
例
会
で
は
�
陳
情
１
件
を

所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
�

　

審
査
の
結
果
が
本
会
議
で
報
告

さ
れ
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
審
査

公
契
約
で
働
く
人
の
�
デ
�
�

セ
ン
ト
・
ワ
�
ク
�
働
き
が
い

の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
�
�

を
実
現
し
�
経
済
成
長
に
つ
な

げ
る
�
公
契
約
基
本
法
�
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　

群
馬
県
連
合
会

　
　
　
　

吾
妻
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　

議
長　

町
田
一
夫

　

表
の
各
事
業
は
�
22
年
度
中
に
終
了
で
き
な
か
�
た
た
め

23
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
�

補正額 予算総額

１億４,７０９万円 ９０億７０４万円

（事業勘定） ２,８２０万円１８億８,７０６万円
（施設勘定） △４４万円 ８,４８２万円

８８２万円１億７,７５７万円

５５５万円 ８,１９０万円

２,１９８万円 ５億４,０３４万円

平成２２年度　補正予算

地 域 開 発 特 別 会 計

会　　　　計　　　　名

下 水 道 事 業 特 別 会 計

国 民健 康 保険
特 別 会 計

一 般 会 計

後期高齢者医療特別会計

事　　　業　　　名 繰 越 額
庁 舎 等 修 繕 事 業 ７５０万円
地 上 デ ジ タ ル 放 送 共 聴 施 設 整 備 事 業 ６０９万円
三 島 西 部 第 二 地 区 土 地 改 良 事 業 ５,６３８万円
国 民 宿 舎 駐 車 場 舗 装 整 備 事 業 ５００万円
林 道 整 備 事 業 ３,０００万円
町 道 維 持 補 修 事 業 ３,１００万円
町 道 岩 下 ・ 川 中 線 改 良 事 業 １,４００万円
街 路 事 業 ２,４０８万円
小 学 校 図 書 整 備 事 業 ８００万円
学 校 施 設 耐 震 補 強 計 画 策 定 業 務 ８６５万円
小 学 校 施 設 整 備 事 業 １,２００万円
中 学 校 図 書 整 備 事 業 ８００万円
中 学 校 施 設 整 備 事 業 ５３０万円
幼 稚 園 施 設 整 備 事 業 ４４０万円
公 民 館 施 設 整 備 事 業 １,１５０万円
文 化 財 施 設 整 備 事 業 １５０万円
奥 田 社 会 体 育 館 屋 根 塗 装 事 業 ５００万円
社 会 体 育 施 設 整 備 事 業 ２,０００万円
細 谷 地 区 土 地 改 良 事 業 ２,１００万円
町 道 松 谷 ・ 六 合 村 線 改 築 工 事 ４８０万円

       主なもの （一般会計）

財政調整基金積立金追加　

　　　　 ・ ・ ・ １億９,１５５万円

小学校図書整備事業

　　　　　　　　　  ・ ・ ・ ８００万円

中学校図書整備事業

　　　　　　　　　　・ ・ ・ ８００万円

小学校施設整備事業

（駐車場整備、 エアコン設置等）     

　　　　　　　 ・ ・ ・ １,２００万円 

中学校施設整備事業

（トイレ改修、 エアコン設置等）

　　　　　　　　　 ・ ・ ・ ５３０万円 

幼稚園施設整備事業

（エアコン設置）

　　　　　　　　　 ・ ・ ・ ４４０万円 

平成22年度　補正予算



４議員が
 　一般質問取り下げ

九
割
の
達
成
と
考
え
る

適
合
さ
せ
て
い
く
の
が
こ
れ
か
ら
の
努
め

一　

般　

質　

問
質
問　

職
員
の
臨
時
的
任

用
に
つ
い
て
法
は
定
め
て

い
る
が
�
町
の
幼
稚
園
・

保
育
園
で
の
臨
時
職
の
採

用
で
�
法
を
納
得
さ
せ
う

る
理
由
は
何
か
�

町
長　

保
育
園
・
幼
稚
園

の
あ
り
方
は
�
国
の
方
針

が
変
化
す
る
の
で
は
な
い

か
と
の
こ
と
か
ら
�
そ
れ

に
備
え
る
と
の
判
断
�
状

況
を
把
握
し
て
い
き
た
い
�

質
問　

正
職
員
で
は
人
件

費
が
高
騰
す
る
か
ら
と
い

う
理
由
は
�
法
に
違
反
し

な
い
か
�

町
長　

法
に
関
し
て
総
て

適
合
さ
せ
て
い
く
の
が
�

こ
れ
か
ら
の
務
め
と
思
う
�

 

臨
時
職
員
の
任
用

　
　
　
　

 
は
適
法
か

 

財
産
の
無
償
貸
し

       

付
け
は
適
正
か

質
問　

町
有
財
産
の
管
理

及
び
処
分
に
つ
い
て
は
�

行
政
財
産
は
貸
せ
な
い
�

普
通
財
産
は
賃
料
を
得
る

の
が
原
則
と
思
う
�
無
償

貸
し
付
け
の
申
請
が
あ

る
よ
う
だ
が
認
め
る
の
か
�

町
長  

そ
の
方
向
で
進
ん

で
い
る
�

質
問　

期
間
が
三
年
と
な
�

て
い
る
が
�
借
地
借
家
法

で
考
え
る
と
短
す
ぎ
る
�

ま
た
�
単
価
は
適
正
価
格

を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
�
町
の
や

り
方
は
適
正
さ
を
欠
い
て

い
な
い
か
�

町
長　

公
的
団
体
等
の
関

係
も
あ
る
の
で
�
そ
れ
ら

も
踏
ま
え
な
が
ら
や
�
て

い
き
た
い
�
事
例
に
基
づ

い
て
判
断
す
る
�

街
路
事
業
の
負
担
は

　
　
　
　
　

適
法
か

質
問　

国
又
は
県
が
実
施

し
�
そ
の
経
費
を
負
担
す

る
道
路
河
川
に
係
わ
る
土

木
施
設
に
つ
い
て
�
全
部

又
は
一
部
を
市
町
村
に
負

担
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

法
に
は
あ
る
�
街
路
事
業

の
町
負
担
分
は
適
法
か
�

町
長　

都
市
計
画
道
路
は

本
来
計
画
決
定
し
た
町
が

整
備
す
る
事
業
で
あ
り
�

大
規
模
か
つ
広
域
な
事
業

で
は
な
い
と
い
う
の
が
県

の
見
解
で
あ
る
�

質
問　

主
要
地
方
道
榛
名

東
吾
妻
線
は
�
負
担
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
該

当
す
る
と
思
う
�
県
が
負

担
さ
せ
て
い
る
の
は
適
正

な
の
か
�

町
長　

町
と
し
て
有
利
な

展
開
が
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
�
お
互
い
の

信
頼
関
係
で
�
協
議
を
経

な
が
ら
良
い
方
法
で
進
め

た
い
�

合
併
後
の
町
政
事
項
は

質
問
１　

集
会
所

　

旧
東
村
公
民
館
は
自
治

体
所
有
�
旧
吾
妻
町
は
地

区
所
有
�
管
理
�
合
併
後

は
旧
吾
妻
町
の
基
準
に
統

一
と
な
�
て
る
が
条
例
上

に
も
矛
盾
は
な
い
か
�

合
併
10
年
に
向
け
抱
負
と
達
成
状
況
は町

長　

集
会
施
設
の
敷
地

は
合
併
前
の
両
町
村
で
異

な
る
歴
史
が
あ
る
�
実
情

把
握
を
し
て
�
迅
速
に
対

応
し
た
い
�

質
問
２　

防
火
水
槽

　

旧
東
村
は
自
治
体
所
有
�

旧
吾
妻
町
は
地
区
所
有
で

あ
る
が
�
町
所
有
が
適
当

で
あ
る
の
か
�

　当初、一般質問を予定していた議

員は６人でしたが、3 月 11 日発生

の東日本大震災で 16 日から杉並区

からの要請に基づき、福島県南相馬

市から町内４施設に400人余の方々

を受け入れました。これを受け、取

り下げの申し出がありました。

須崎幸一議員「新年度における重点

施策は」 、青柳はるみ議員「ボラン

ティア支援」 、金澤敏議員「友好都

市交流の検証と今後」 、橋爪英夫議
員「町の保健事業の取組」

答

法
の
支
配
の
考
え
は

答

8

一般質問

大図広海議員佐藤利一議員
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防火水槽　しっかり管理されています

一　般　質　問

町
長　

消
防
法
で
は
町
が

設
置
・
管
理
す
る
こ
と
に

な
�
て
い
る
�

　

し
か
し
�
旧
吾
妻
町
で

は
町
が
三
分
の
二
�
地
区

が
三
分
の
一
の
負
担
で
あ

り
�管
理
は
行
政
区
で
あ
�

た
�
今
後
�
町
が
直
接
設

置
・
管
理
す
る
方
向
で
検

討
を
進
め
た
い
�

質
問
３　

水
道
の
給
水
装

置
負
担
区
分

　

旧
東
村
は
�
量
水
器
ま

で
自
治
体
負
担
�
旧
吾
妻

町
は
給
水
装
置
全
て
が
個

人
負
担
で
あ
る
�
量
水
器

ま
で
が
町
の
負
担
が
良
い

の
で
は
な
い
か
�

町
長　

設
置
時
の
給
水
管

や
給
水
用
具
は
受
益
者
負

担
�
道
路
部
分
は
町
で
修

繕
し
て
い
る
�

質
問
４　

道
路
整
備
状
況

　

旧
町
村
間
の
道
路
格
差

は
用
地
取
得
単
価
の
違
い

が
原
因
で
あ
る
と
推
察
さ

れ
る
�

　

旧
東
村
並
に
�
土
地
買

収
価
格
を
変
更
す
る
こ
と

で
道
路
整
備
の
拡
充
が
可

能
で
は
な
い
か
�

町
長　

道
路
整
備
に
伴
う

用
地
買
収
価
格
は
平
成
18

年
に
協
議
し
決
定
さ
れ
た

現
行
制
度
を
維
持
し
た
い
�

榛
名
湖
畔
ふ
れ
あ
い
の
家

　

速
や
か
に
有
効
活
用
が

は
か
れ
な
い
か
�

町
長　

平
成
18
年
に
条
例

廃
止
�
普
通
財
産
と
し
た
�

活
用
が
な
け
れ
ば
売
却
を

推
進
し
て
い
く
�

旧
過
疎
計
画
�
東
地
区
�

　

計
画
に
あ
�
た
町
道
70

号
線
�
五
町
田
�
改
良
工

事
及
び
�
新
巻
林
道
整
備

に
つ
い
て
は
�
ど
う
な
�

た
の
か
�

町
長　

町
道
70
号
線
�
五

町
田
�
は
平
成
25
年
か
ら

３
�
年
で
改
良
す
る
計
画
�

林
道
新
巻
線
の
幅
員
は
林

道
基
準
を
満
た
し
て
い
る
�

未
舗
装
部
分
は
今
後
検
討

し
て
い
く
�

　　一部事務組合報告

吾妻広域町村圏振興整備組合

　２月２５日に開会し、会期を３月２５日までと

し審議しました。

　平成２３年度一般会計予算は、１４億９,３００

万円が賛成多数で可決されました。主な予算は常

備消防、吾妻養護老人ホーム、火葬場、文化会館

等の事業費です。

他に中之条病院事業会計予算が賛成多数で可決さ

れました。

　理事会では指摘を受けている交付税算入につい

て、各町村の意見が分かれるなか、本予算では改

善されずに、２３年度で検討する予定です。

吾妻東部衛生施設組合

　２月２５日、中之条町役場において定例議会が

開催され、平成２３年度一般会計予算６億１,２０

０万円が可決されました。

　また、平成２２年度予算は２,７２０万円減額

し、５億８,４９４万円とする補正予算を可決し

ました。

　なお、組合の公平委員に３名の方を同意しまし

た。

　２３年度予算は中之条町内に建設した焼却灰最

終処分場の建設借入金の返済が始まったために総

体的には２００万円増額となりました。借入金返

済額は元金・利子合わせて１億１,０９４万円です。

烏帽子山植林組合

　東吾妻町・中之条町・渋川市による組合議会が、

平成２３年３月３日に開催されました。

　平成２１年度決算を認定し、２３年度予算１７

７万９,０００円を可決しました。

　主な歳入は各町村負担金で、歳出は３.０５㌶

の赤松除伐費用です。
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原町小学校体育館が完成しました原町小学校体育館が完成しました

３
月
９
日　

特
別
養
護
老

人
ホ
�
ム
い
わ
び
つ
荘
�

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
�
設
置
工

事
完
了
に
と
も
な
い
視
察

を
行
い
ま
し
た
�

　

経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
を
受
け
て
総
工
費

四
�
九
七
七
万
円
�
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
�
ヘ
�
ド
219
個

等
�
火
災
か
ら
入
居
者
の

安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
�

３
月
10
日　

原
町
小
学
校

体
育
館
完
成
並
び
に
原
町

中
学
校
体
育
館
耐
震
工
事

完
了
に
よ
り
視
察
を
行
い

ま
し
た
�
小
学
校
�
中
学

校
と
も
工
期
の
遅
れ
は
解

消
し
�
卒
業
式
に
は
使

用
可
能
と
の
説
明
を
受
け
�

そ
の
後
�
内
外
の
各
部
詳

細
視
察
を
行
い
ま
し
た
�

１
月
26
日　

あ
づ
ま
温
泉

桔
梗
館
指
定
管
理
に
つ
い

て
調
査
検
討
を
行
い
ま
し

た
�
委
員
か
ら
は
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
の
決
定

内
容
及
び
指
定
管
理
料
等

の
扱
い
に
つ
い
て
問
題
視

す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
�

事
業
課
長
よ
り
指
定
管
理

者
と
の
協
定
書
作
成
段
階

で
考
慮
す
る
と
の
回
答
を

得
ま
し
た
�

２
月
１
日 

あ
づ
ま
温
泉

桔
梗
館
の
指
定
管
理
者
に

お
け
る
指
定
管
理
料
に
つ

い
て
調
査
検
討
を
行
い
ま

し
た
�

　

ま
た
�
吾
妻
広
域
町
村

圏
整
備
組
合
に
つ
い
て
も

調
査
し
ま
し
た
�
組
合
が

運
営
す
る
中
之
条
病
院
を

算
定
基
礎
と
す
る
�
地
方

交
付
税
の
扱
い
に
つ
い
て

問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
�

東
吾
妻
町
議
会
と
し
て
組

合
に
改
善
を
求
め
る
意
思

表
明
を
す
べ
き
と
の
結
論

と
な
り
ま
し
た
�
よ
�
て

２
月
４
日
の
臨
時
議
会
開

催
時
に
�
改
善
を
求
め
る

決
議
を
委
員
会
発
委
す
る

こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定

し
ま
し
た
�

　

町
長
を
本
部
長
と
す
る

行
革
推
進
本
部
で
取
り
ま

と
め
た
素
案
に
つ
い
て
�

各
委
員
よ
り
意
見
を
聞
き

委
員
会
の
要
望
�
意
見
と

し
て
行
革
推
進
本
部
に
提

言
し
ま
し
た
�
よ
り
良
い

プ
ラ
ン
と
す
る
た
め
に
�

推
進
本
部
と
の
提
言
の
繰

り
返
し
を
２
月
４
日
か
ら

３
月
15
日
の
間
で
５
回
の

委
員
会
を
開
催
し
検
討
し

て
き
ま
し
た
�

　

最
終
的
に
ま
と
め
た
案

 

指
定
管
理
の
内
容
を
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

総　
　

務

 

原
町
小
学
校
体
育
館
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

文
教
厚
生

を
�
15
日
の
議
員
全
員
協

議
会
に
お
い
て
執
行
部
よ

り
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
�
各
議
員
よ
り
意
見

を
伺
い
�
そ
れ
ら
を
勘
案
・

検
討
し
23
年
度
か
ら
３
年

間
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
�

町
営
施
設
関
係

　

主
な
施
設
に
つ
い
て
は

21
年
５
月
に
議
会
と
し
て
�

町
に
改
善
を
求
め
て
あ
る

こ
と
か
ら
�
い
ま
だ
改
善

の
進
ま
な
い
施
設
に
つ
い

て
�
改
め
て
早
急
か
つ
真

摯
に
そ
の
改
善
に
取
り
組

む
事
を
町
長
に
求
め
ま
し

た
�

議
員
報
酬
及
び
議
員
定
数

　

３
月
15
日
の
委
員
会
に

お
い
て
�
議
員
報
酬
に
つ

い
て
調
査
検
討
を
お
こ
な

い
ま
し
た
�
し
か
し
結
論

は
出
せ
ず
�
東
吾
妻
町
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意

見
を
聴
く
こ
と
も
含
め
て
�

次
期
議
会
構
成
の
な
か
で

十
分
協
議
を
重
ね
て
い
た

だ
く
事
と
し
ま
し
た
�

　

議
員
定
数
は
協
議
し
ま

せ
ん
で
し
た
�

 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
ま
と
ま
る

　
　
　
　
　
　

 

行
財
政
改
革
�
特
�
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役場前の工事が進みました

トイレが完成し周辺

整備が進むふれあい

公園

３
月
14
日　

街
路
事
業
は
�

原
町
駅
前
で
用
地
取
得
が

で
き
た
箇
所
の
工
事
と
�

川
戸
側
の
橋
台
工
事
が
平

成
22
年
度
末
の
完
成
に
向

け
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
�

　

平
成
23
年
度
の
工
事
予

定
は
河
川
内
に
計
画
さ
れ

て
い
る
橋
脚
工
事
に
着
手

の
予
定
で
す
�
ま
た
�
用

地
関
係
は
引
き
続
き
街
路

事
業
で
必
要
な
用
地
の
取

得
に
向
け
交
渉
を
行
�
て

い
く
予
定
で
す
�

　

駅
北
土
地
区
画
整
理
組

合
は
�
３
�
年
の
事
業
延

伸
に
つ
い
て
昨
年
12
月
21

日
申
請
を
提
出
し
�
28
日

に
認
可
さ
れ
�
１
月
14
日

に
公
告
に
な
�
た
報
告
が

組
合
よ
り
あ
り
ま
し
た
�

現
在
は
規
模
縮
小
に
伴
う

３
月
14
日　

関
係
者
に
出

席
を
求
め
�
関
連
事
業
の

進
捗
状
況
及
び
予
定
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
�

国
関
係　

付
け
替
え
国
道

145
号
線
を
は
じ
め
事
業
全

般
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
リ
ま
し
た
�

　

県
道
林
岩
下
線
は
�
武

田
井
で
の
工
事
が
契
約
と

な
り
�
今
年
度
末
に
は
145

号
交
差
部
か
ら
不
動
大
橋
�

吾
妻
峡
ト
ン
ネ
ル
を
経
て

渓
谷
パ
�
キ
ン
グ
ま
で
の

開
通
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
�

県
関
係　

県
道
林
岩
下
線

の
県
施
工
分
は
�
冬
の
凍

結
が
厳
し
く
舗
装
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
23
年
度

の
早
い
時
期
に
仕
上
げ
�

雁
�
沢
交
差
点
か
ら
岩
島

駅
前
ま
で
開
通
し
た
い
と

の
こ
と
で
す
�

　

国
道
145
号
八
�
場
バ
イ

パ
ス
暫
定
供
用
計
画
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
�
Ｊ
Ｒ

吾
妻
線
の
付
け
替
え
に
見

通
し
が
立
た
な
い
た
め
�

 
街
路
事
業
前
進
へ

　
　
　
　
　
　

地
域
活
性
化
�
特
�

換
地
の
変
更
原
案
作
成
作

業
を
行
�
て
お
り
�
７
月

頃
に
組
合
総
会
に
諮
�
た

後
�
縦
覧
手
続
き
を
経
て

変
更
認
可
申
請
を
行
う
と

の
こ
と
で
す
�

　

上
信
自
動
車
道
路
建
設

に
つ
い
て
は
�
祖
母
島
・

箱
島
バ
イ
パ
ス
は
23
年
度

よ
り
用
地
調
査
を
お
こ
な

い
�
用
地
交
渉
に
入
る
予

定
�

　

吾
妻
西
バ
イ
パ
ス
は
23

年
度
に
詳
細
設
計
�
24
年

度
よ
り
用
地
交
渉
に
入
る

予
定
に
な
�
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
�

 

ふ
れ
あ
い
公
園
工
事
発
注
へ

　
　
　
　
　
　
　

ダ
ム
対
策
�
特
�

新
た
に
踏
切
を
設
置
し
雁
�

沢
ラ
ン
プ
よ
り
現
国
道
ま

で
の
暫
定
供
用
を
計
画
�

23
年
秋
を
目
標
に
調
整
中

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
�

　

川
原
畑
大
戸
線
は
�
着

手
率
70
％
�
用
地
買
収
は

100
％
と
な
り
�
50
％
が
供

用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
�

町
関
係　

健
康
増
進
施
設

天
狗
の
湯
は
�
入
館
者
数

が
３
月
13
日
で
五
万
五
千

人
を
超
え
ま
し
た
が
�
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響

で
当
分
の
間
休
館
す
る
と

の
こ
と
で
す
�

　

ふ
れ
あ
い
公
園
は
�
全

体
の
計
画
に
つ
い
て
各
地

区
に
説
明
が
完
了
し
�
意

見
・
要
望
等
詳
細
を
ま
と

め
て
23
年
度
工
事
発
注
し
�

２
�
年
度
で
仕
上
げ
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
す
�
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活発な議論される

岩
島
公
民
館

坂
上
公
民
館

中
央
公
民
館

　昨年１０月に議会基本条例がスタートし、町民のみなさんと相互理解を図ることを目的に、１月
１７日から２１日まで、町内５会場で議会報告会を開催しました。
　正式開催となった報告会には、大泉町議会の議長を始め６名の議員が政務調査に訪れ、合計８７人
のみなさんに参加していただきました。
　議会サイドから昨年の９月と１２月定例会を中心に議決内容等を報告。その後参加者からの質疑や
意見が活発に出されました。
　出された意見や提言は、議会の３月定例会で報告。町執行部にもつなぎ、検討・協議した結果に基
づき、必要なものについては、町も議会も力を合わせて具現化に向けて努めていくことになります。
　今後、反省点などしっかり検証し、開催時期や時間、さらに参加者への周知方法等改善を重ね、有
意義な報告会となっていくことが期待されます。

▼
町
の
西
部
地
区
に
も
学

童
保
育
施
設
が
必
要
で
は

な
い
か
�

▼
予
防
接
種
に
対
す
る
補

助
等
を
検
討
し
て
ほ
し
い
�

▼
幼
稚
園
の
担
任
が
臨
時

職
員
で
は
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
�

▼
群
馬
デ
�
ス
テ
�
ネ
�

シ
�
ン
キ
�
ン
ペ
�
ン
に

対
し
て
�
も
�
と
町
が
中

心
に
な
�
て
取
り
組
む
べ

き
だ
�

▼
上
信
自
動
車
道
の
早
期

建
設
を
望
む
�

▼
議
員
定
数
を
何
故
減
ら

し
た
の
か
�
報
酬
を
上
げ

る
よ
う
で
は
困
る
�

▼
町
お
こ
し
で
�
箱
島
の

湧
水
を
利
用
し
た
り
�
岩

島
の
お
茶
を
復
活
さ
せ
た

ら
ど
う
か
�

▼
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
�

▼
高
齢
者
対
策
で
�
元
気

な
お
年
寄
り
を
活
用
し
て

ほ
し
い
�

▼
給
食
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
�
実
施
の
メ
リ
�
ト

や
デ
メ
リ
�
ト
を
考
え
て

判
断
す
べ
き
だ
�

▼
議
会
基
本
条
例
の
制
定

は
素
晴
ら
し
い
�

▼
陳
情
書
の
採
択
後
の
経

過
が
不
透
明
�

▼
議
員
定
数
削
減
は
評
価

で
き
る
�
少
人
数
に
な
り

大
変
だ
と
思
う
が
�
町
全

体
の
こ
と
を
考
え
て
活
動

し
て
ほ
し
い
�

▼
職
員
の
給
料
は
�
民
間

と
比
較
し
た
り
町
財
政
を

考
慮
し
て
決
め
る
べ
き
だ
�

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
�
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
�
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
�

▼
中
学
校
の
統
合
校
舎
は
�

上
信
自
動
車
道
や
通
学
問

題
を
考
え
て
新
し
い
と
こ

ろ
に
建
て
る
べ
き
だ
�

▼
本
宿
地
区
で
�
東
洋
大

学
が
毎
年
駅
伝
の
合
宿
に

来
て
い
る
�
ス
ポ
�
ツ
や

文
化
を
テ
�
マ
に
し
た
町

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
�

▼
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
�

坂
上
地
区
の
活
性
化
を
考

え
て
ほ
し
い
�

▼
万
騎
峠
が
早
く
通
行
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
�

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
�
ム

は
�
経
営
状
態
が
悪
い
の

で
民
営
化
に
す
る
の
か
�

▼
町
に
進
出
す
る
企
業
に

対
し
�
３
年
間
の
固
定
資

産
税
の
減
免
措
置
が
対
象

に
な
�
た
企
業
が
あ
る
か
�

▼
原
町
赤
十
字
病
院
の
医

療
体
制
の
確
立
を
す
ぐ
に

し
て
ほ
し
い
�

▼
商
工
業
の
振
興
の
た
め

に
�
町
の
物
品
購
入
等
は

町
内
で
調
達
し
て
ほ
し
い
�

▼
群
馬
デ
�
ス
テ
�
ネ
�

シ
�
ン
キ
�
ン
ペ
�
ン
に

つ
い
て
は
�
民
間
に
も
協

力
を
求
め
て
や
る
べ
き
だ
�

▼
第
三
セ
ク
タ
�
の
岩
櫃

ふ
れ
あ
い
公
社
の
運
営
は

今
後
ど
う
す
る
の
か
�

▼
過
去
に
議
員
提
案
で
ど

の
く
ら
い
条
例
が
作
ら
れ

た
の
か
�

▼
原
町
駅
南
の
街
路
事
業

で
�
八
坂
神
社
の
参
道
が

袋
小
路
に
な
る
の
は
困
る

の
で
�
対
応
を
考
え
て
ほ

し
い
�

▼
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る

議
会
の
考
え
方
の
方
向
性

は
�

　昨年１０月に議会基本条例がスタートし、町民のみなさんと相互理解を図ることを目的に、１月
１７日から２１日まで、町内５会場で議会報告会を開催しました。
　正式開催となった報告会には、大泉町議会の議長を始め６名の議員が政務調査に訪れ、合計８７人
のみなさんに参加していただきました。
　議会サイドから昨年の９月と１２月定例会を中心に議決内容等を報告。その後参加者からの質疑や
意見が活発に出されました。
　出された意見や提言は、議会の３月定例会で報告。町執行部にもつなぎ、検討・協議した結果に基
づき、必要なものについては、町も議会も力を合わせて具現化に向けて努めていくことになります。
　今後、反省点などしっかり検証し、開催時期や時間、さらに参加者への周知方法等改善を重ね、有
意義な報告会となっていくことが期待されます。
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太
田
公
民
館

議会報告会
　　　を開催

あ
づ
ま
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
議
会
基
本
条
例
の
制
定

お
よ
び
議
員
定
数
削
減
に

つ
い
て
は
評
価
す
る
�
事

業
仕
分
け
の
実
施
も
し
た

ら
ど
う
か
�

▼
議
員
定
数
削
減
に
は
反

対
で
あ
る
�
定
数
を
20
名

に
し
て
�
報
酬
を
日
当
制

に
し
て
は
ど
う
か
�

▼
役
場
の
移
転
先
と
し
て
�

岩
櫃
ふ
れ
あ
い
の
郷
温
泉

セ
ン
タ
�
が
候
補
に
上

が
�
て
い
る
の
か
�

▼
岡
崎
地
区
の
分
譲
地
に

つ
い
て
�
他
町
村
に
ど
う

宣
伝
し
て
い
る
の
か
�
今

後
ど
う
す
る
の
か
�

▼
給
食
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
今
後
の
見
通
し
は
�

▼
昨
年
７
月
の
人
事
異
動

で
課
長
が
全
て
替
わ
�
た
�

職
員
が
不
安
を
持
�
て
い

る
よ
う
だ
が
�

▼
八
ツ
場
ダ
ム
に
つ
い
て
�

早
期
生
活
再
建
に
む
け
て

工
事
を
実
施
す
べ
き
で
あ

る
�

▼
限
界
集
落
対
策
は
ど
う

な
�
て
い
る
�

▼
空
家
を
活
用
し
て
�
定

住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

施
策
は
で
き
な
い
か
�

▼
第
三
セ
ク
タ
�
の
岩
櫃

ふ
れ
あ
い
公
社
の
株
式
が

役
員
の
家
族
等
に
譲
渡
さ

れ
た
件
は
ど
う
な
�
た
の

か
�

▼
議
会
報
告
会
の
意
義
は

何
か
�

▼
こ
れ
か
ら
の
上
信
自
動

車
道
の
整
備
状
況
は
�

▼
原
町
赤
十
字
病
院
の
診

療
科
目
の
充
実
と
医
師
確

保
を
し
て
ほ
し
い
�

▼
議
員
定
数
だ
け
で
な
く

報
酬
も
削
減
す
べ
き
�

▼
給
食
費
無
料
化
の
議
案

否
決
の
主
た
る
理
由
は
何

か
�

▼
議
会
基
本
条
例
に
よ
り

議
員
の
資
質
向
上
が
図
れ

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
�

▼
群
馬
デ
�
ス
テ
�
ネ
�

シ
�
ン
キ
�
ン
ペ
�
ン
の

具
体
策
�

▼
議
員
定
数
の
削
減
は
�

地
域
の
声
が
届
き
に
く

く
な
る
�

▼
道
路
の
草
刈
や
雪
か
き

に
つ
い
て
�
役
場
が
日
常

的
に
率
先
し
て
や
�
て
ほ

し
い
�

▼
温
泉
施
設
の
指
定
管
理

者
制
度
移
行
の
動
向
は
�

桔
梗
館
の
料
金
体
系
は
変

え
な
い
で
ほ
し
い
�

▼
今
ま
で
ど
お
り
�
幼
稚

園
が
終
了
後
に
保
育
所
に

預
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
�

▼
町
行
政
の
状
況
が
良
く

わ
か
ら
な
い
�

　議員のみなさんと、直接意見交換が出来る場に参加

し勉強になりました。質問の中で、原町赤十字病院の

医師不足による休診や休日・時間外の対応などは、年

老いた母と孫と暮らす私にとってとても心配な問題で

す。早く何とかしてほしいと思います。今後も、こう

した場を持ち、安心・安全な町づくりに努めていただ

きたいと思います。                片桐　定子さん

　県内でトップを切って制定された議会基本条例に基

づき開催された報告会。寒い時期で参加者は少なかっ

たものの、質問に対しても即答で説明でき良かったと

思います。

広い町なので、こうした催しが地域の発展につながる

ことを期待します。

　　　　　　　　　　　　　  塩谷雷三郎さん

　周知・宣伝が足りなかったのか、町民

の関心がなかったのか分からないが、参

加者が少なかったのでがっかりした。だ

が、この報告会の意義は大きいと思うが、

意見交換の時間が足りなかったのではな

いか。年に２回位は開催し、町づくりに

役立ててほしい。

　　　　　　　　　　丸山　健一さん

　議会報告会に参加し、意見が述べられ

たのは良かったです。ただ、質疑応答の

時間が足りなかったのは残念でした。次

回からは、この反省を生かしてもっと有

意義な報告会を開いてください。　　　

　　　　　　 　　　矢野由紀美さん

　議員全員が勢揃いした割には、代表者

に結論が集約されてしまい残念な気がし

た。異論の議員がいたなら、その理由も

聞きたかった。個々の声があって、責任

ある民主主義は成り立つのではないだろ

うか。　　　　　　　   Ｋ　Ｍさん

参加者
　から一言！
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�

で
ど

り な

で
ど

り な

地
方
自
治
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
功
労
者
と
し
て、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

町
議
会
議
員
在
職
15
年

で
高
橋
基
雄
議
員
が
表
彰
さ

れ、

定
例
会
初
日
に
議
長
よ

り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た。

今
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す。

表

彰

第２回臨時会
平成２３年４月７日

専決処分４件の承認がおこなわれました。

平平成成２２２２年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算

３月１７日から３１日の南相馬市からの避難者

受け入れにかかる費用について、専決処分がさ

れ報告されました。

補正額１,０３８万円

平平成成２２３３年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算

避難者の生活のための費用を２カ月分、帰還に

要する経費などを計上し、専決処分がされ報告

されました。

補正額５,１８２万円

出産育児一時金を引き上げ
３３５５万万円円→→３３９９万万円円

国民健康保険税条例限度額を引き上げ
制度改正に伴い各限度額を引き上げます。

基礎課税額５０万円→５１万円

後期高齢者支援金等課税額１３万円→１４万円

介護納付金課税額１０万円→１２万円

第１回臨時会
平成23年２

２５２

月１日～４日

ああづづまま温温泉泉桔桔梗梗館館指指定定管管理理者者のの指指定定

指指定定管管理理者者
ライジングプロモーション株式会社

前橋市敷島町 番地２

代表取締役 須田 公次

指指定定期期間間

平成23年４月１日～

平成28年３月31日

平平成成2222年年度度補補正正予予算算債債務務負負担担行行為為補補正正
あづま温泉桔梗館指定管理料

平成23年度から平成27年度の５年間

限度額 ３,７００万円

（年額 ７４０万円以内）

統
一
地
方
選
の
延
期を

議
員
発
議

提提
出出
議議
員員

金金
澤澤

敏敏

賛賛
成成
議議
員員

竹竹
渕渕
博博
行行

●
全
国
民、

全
自
治
体
を
あ
げ
て
震
災
被
災

地
の
復
興
支
援
に
力
を
集
中
す
べ

●
大
惨
事
を
体
験
し
な
い
住
民
や
自
治
体
で

も、

被
災
地
へ
の
支
援
体
制
な

落
ち
着

か
な
い
こ
と
や、

、

計
画
停
電
・
車
両
へ
の
燃

料
不
足
等
の
状
況
の
な
か
で
本
来
あ
る
べ
き

政
策
論
議
が
十
分
に
行
わ
れ
ず、

住
民
が
政

策
判
断
す
る
環
境
に

い
�

以
上
の
理
由
に
よ

速
や
か
に
統
一
地

方
選
挙
の
延
期
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
�賛賛

成成
少少
数数
でで
否否
決決
ささ
れれ
まま
しし
たた

債務負担行為とは・・・

予算は単一年度で完結するのが原則ですが、例

外として将来にわたる支払義務に対応するため、

あらかじめ後年度の債務を約束すること。

債務負担行為は予算の一部として定めなければ

ならないこととされています。

提
案
理
由

第１回臨時会

総務常任委員会で発委

吾吾妻妻広広域域町町村村圏圏振振興興整整備備組組合合がが運運

営営すするる中中之之条条病病院院をを算算定定基基礎礎にに地地方方

交交付付税税がが中中之之条条町町にに交交付付さされれてていいるる

がが、、正正式式なな合合意意形形成成ののなないいまままま中中之之

条条町町のの会会計計でで使使用用さされれてていいるる事事実実がが

確確認認さされれままししたた。。

ここのの交交付付税税はは組組合合のの経経費費財財源源ととしし

てて活活用用すするるここととがが適適切切とと判判断断さされれるる

ここととかからら東東吾吾妻妻町町議議会会でではは次次ののよようう

なな決決議議ををししままししたた。。

「「吾吾妻妻広広域域町町村村圏圏振振興興整整備備組組合合中中

之之条条病病院院をを算算定定基基礎礎ととすするる地地方方交交付付

税税をを同同組組合合でで活活用用ででききるるたためめのの措措置置

をを直直ちちにに講講じじるるここととをを求求めめるる決決議議」」

き
�

「

」
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一

場

明

夫

竹

渕

博

行

金

澤

敏

青

柳

は

る

み

須

崎

幸

一

浦

野

政

衛

角

田

美

好

日

野

近

吉

大

図

広

海

中

井

一

寿

上

田

智

橋

爪

英

夫

佐

藤

利

一

加

部

浩

菅

谷

光

重

原

田

睦

男

高

橋

基

雄

あづま温泉桔梗指定管理者の指定 17 ‐‐ 14 2 可 ‐‐○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2/4

平成22年度一般会計補正予算 17 ‐‐ 12 4 可 ‐‐× ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2/4

吾妻広域町村圏振興整備組合中之条病院を算定基礎とする地方交付税を同

組合で活用できるための措置を直ちに講じることを求める決議
17 ‐‐ 13 3 可 ‐‐○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 2/4

職員の給与に関する条例及び勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

職員の給与の特例に関する条例の一部改正 17 ‐‐

‐

14 2 可 ‐‐○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 17 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

合併市町村振興基金条例について 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

後期高齢者医療に関する条例の一部改正 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

過疎対策のための税の課税（固定資産税）の特例に関する条例の一部改正 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

小口資金融資促進条例の一部改正 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

町立学校給食費徴収条例の一部改正撤回 17 ‐‐ 14 2 可 ‐‐○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

町立学校給食費徴収条例の一部改正

体育施設設置及び管理に関する条例及び使用料条例の一部改正 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

あづまケーブルテレビ施設の設置及び管理運営に関する条例の一部改正 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度一般会計予算案 17 ‐‐ 14 2 可 ‐‐○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度国民健康保険特別会計予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度後期高齢者医療特別会計予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度介護保険特別会計予算案 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度地域開発事業特別会計予算案 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度下水道事業特別会計予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度簡易水道特別会計予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２３年度水道事業会計予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成２２年度一般会計補正予算 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

平成２２年度国民健康保険特別会計補正予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

平成２２年度後期高齢者医療特別会計補正予算案 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

平成２２年度地域開発事業特別会計補正予算案 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

平成２２年度下水道事業特別会計補正予算案 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

辺地に係る総合整備計画の策定 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

デイサービスセンターの指定管理者の指定 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

すこやかセンター福寿草の指定管理者の指定 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

吾妻東部衛生施設組合の規約変更に関する協議 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

町道路線の廃止 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

町道路線の認定 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

公契約で働く人の「ﾃﾞｨｰｾﾝﾄ・ﾜｰｸ」を実現し、経済成長につなげる「公契約基

本法」の制定を求める意見書採択についての陳情
17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

議会委員会条例の一部改正 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

「統一地方選挙の延期」に関する意見書 17 ‐‐ 3 13 否 ‐‐○ ○ × × × × × ○ × × × × × × × × 3/18

専決処分の承認（平成22年度一般会計補正予算） 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4/7

専決処分の承認（平成23年度一般会計補正予算） 17 ‐‐ 15 1 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4/7

専決処分の承認（国民健康保険条例の一部改正） 17 ‐‐ 16 0 可 ‐‐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4/7

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正） 17 ‐‐ 13 3 可 ‐‐× × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4/7

※ 可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席

※ 議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長 1番 一場明夫）

第第 22 回回 臨臨 時時 会会 平平成成２２３３年年４４月月７７日日

議 案 は 撤 回 さ れ ま し た

第第 １１ 回回 定定 例例 会会 平平成成２２３３年年３３月月７７日日～～１１８８日日

議議 案案 のの 審審 議議 結結 果果

議

決

日

第第 １１ 回回 臨臨 時時 会会 平平成成２２３３年年２２月月１１日日～～44日日

議案名等 議員名簿
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席
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数
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決

結

果

議会を傍聴してみませんか？ 議場での会議は、特別な場合を除き公開され

ています。傍聴の手続きは、役場本庁舎３階議

会事務局で住所・氏名・年齢を書いていただき

ます。

お問い合わせ

電話 ６８‐２１１１ 議会事務局まで

次回定例会は６月７日
　　開会予定です
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